
研究開発の成果 

平成27年度採択 成形技術の高度化によるLED照明用 
厚肉プラスチックレンズの高生産性システムの開発 

 ナルックス株式会社（大阪府) 主たる技術：精密加工に係る技術 

本事業はLEDライト用厚肉プラスチックレンズの製造において、インサート・多層成形等の組合せによる循環式複合成
形による低コスト・ハイサイクル成形と、同期制御技術の確立を目指す。同時に金型内センサと成形パラメータのモニ
タリングを行い、MT（マハラノビス・タグチ）法によるデータ解析にて成形パラメータの変動を発生と同時に検知する
事で「不良を作らない」高生産性システムの確立を目指す。 

■LED-HLレンズの成形技術の高度化によるコストダウン技術の開発 

・複合成形レンズの外観品質は、量産品と同等の良品水準を達成 
・周辺設備連動・自動化により目標200秒に対して270秒を達成。 
（従来サイクル800秒に対して生産性向上約3倍を達成） 

 

■ LED-HLレンズの高生産性システムによる安定供給技術の開発 

・ロングラン成形時のサンプルに対して単位空間作成したところ、  

 同一条件では良否判別可能、そして別条件では全て不良（異質）  
 と判別できた（MD：マハラノビス距離）。 
・全条件の良品から作成した単位空間を用いたところ、概ね正しい 
 良否判別が可能だと分かった。 
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 研究体制 

法認定中小企業 ：ナルックス株式会社 
大学・公設試等 ：国立大学法人 東京大学 

事業管理機関 ：一般財団法人 大阪科学技術センター 

複合成形による三層構造レンズに
て生産性向上目標4倍に対して、
約3倍の生産性を達成した。 

生産データに
より、74個中
6個の不良品
を判別できた。 

良品サンプルの 
MDは1.587以下 

MD値1.587以上の 
不良品 

LEDヘッドライト用 
プラスチックレンズ 


